
いっぽいっぽの挑戦

Ⅰ　沖縄における反貧困ソーシャルワーク運動の展開と視点（高木　博史）
Ⅱ　沖縄の貧困と向き合うソーシャルワーカー奮闘記（繁澤　多美）
　　（『福祉のひろば』2013 年 4月～2015 年 3月連載）
Ⅲ　いっぽいっぽと共に歩んで
　　　朝日健二／稲垣　暁／大井　琢／加藤彰彦
Ⅳ　「沖縄の貧困」を問い続ける新たな展開と課題（高木　博史）

1冊1200円
（税別）

沖縄ではじめて、地域に事務所を構えた独立型社会福祉事務
所「いっぽいっぽ」。その後約５年間にわたり、沖縄の貧困問
題とむきあってきた実践の軌跡がここに！

発行・注文先●(有)福祉のひろば
〒543-0055　大阪市天王寺区悲田院町8-12

TEL・FAX06-6779-4955　　E-mail: hiroba@ sosyaken.jp

――沖縄の貧困・差別・平和と向き合うソーシャルワーク――

五感で感じ、学び、つなげる
──社会福祉施設ではたらく７人がであったハンセン病問題

本体650円（税・送料別）

オンラインでもご注文いただけます！➡http://www.sosyaken.jp/ hiroba/

発行・注文先●
(有)福祉のひろば

〒543-0055　大阪市天王寺区悲田院町8-12
TEL・FAX 06-6779-4955
E-mail: hiroba@ sosyaken.jp

　社会福祉現場ではたらく７人が、岡山県にあるハン
セン病国立療養所、邑久光明園と長島愛生園を訪問し、
入所者さん、療養所ではたらくソーシャルワーカーさ
ん、そして療養所を退所して地域生活をされている方
に、お話をうかがいました。
　「ハンセン病」をほとんど知らなかった参加者が、見
て、聞いて、学び、感じたことを、一緒に追体験できる内
容になっています。

申込・お問い合わせ●総合社会福祉研究所
TEL06-6779-4894　FAX06-6779-4895　　E-mail:mail@sosyaken.jp

 HPからもお申込できます！→http://www.sosyaken.jp/

参加費：4000円（昼食つき）　場所：調整中（西成区内）　定員：25人

●歩いてみよう！──釜ヶ崎のまち地域見学　
　　　　　　　　案内：水野阿修羅さん（メンズサポートルーム大阪）

●釜ヶ崎を社会の１単位として考える（仮題）
　　　　　　　　講師：生田武志さん（野宿者ネットワーク）

2016年2月16日（火）10時～16時（予定）

釜ヶ崎のまち短期留学
──社会問題として貧困を野宿をとらえる──



〝１億総活躍〟に障害がある
わたしたちは入っているのですか？

──大阪　ふたかみ福祉会はびきの園に通うなかま──

　

二
〇
一
五
年
度
の
報
酬
改
定
の
影
響
で
、
は
び
き
の
園
に
「
年
間
四
〇
〇
万
円
の
減
収

が
お
そ
っ
た
」。
生
活
介
護
、
就
労
Ｂ
事
業
は
軒
並
み
単
価
の
引
き
下
げ
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
利
用
者
七
一
名
。
就
労
移
行
は
、就
職
に
結
び
つ
か
な
い
と
減
額
。
二
年
間
に
わ
た
っ

て
就
労
に
結
び
つ
か
な
か
っ
た
ら
ペ
ナ
ル
テ
ィ
ー
、
と
い
う
し
く
み
は
、
現
実
の
、
と
く

に
精
神
・
知
的
障
害
者
に
は
向
き
合
え
な
い
も
の
で
す
。
障
害
の
あ
る
人
た
ち
の
働
き
た

い
と
い
う
願
い
は
断
れ
ま
せ
ん
。
賃
金
と
い
う
形
に
結
び
つ
か
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
職

員
と
い
っ
し
ょ
に
社
会
参
加
が
で
き
る
こ
と
の
意
味
は
た
い
へ
ん
大
き
い
の
で
す
。



　木工班の朝の打ち合わせをのぞきました。毎月の事業目標に近づけるために、毎日の作業で、
一人ひとりの製品作成目標を出し合います。カスタネット、カーテンレール、引越しの紙袋な
どをつくります。



　紙を折りたたんで、テープを貼ります 　職員となかまとのコミュニケーション

　引越しの布団収納用の紙袋をつくって
います

　カーテンレールをくみたてています



　就労移行事業をやめた事業所も増えています。また、当事者の高齢化、もちろん親の高齢化
という問題もあります。先日、お母さんが亡くなり、一人では在宅生活ができなくなり、たま
たま法人のグループホームに空きができて、そこで暮らせるようになった利用者がおられまし
たが、これはまれなケースです。
　障害福祉サービスのしくみに成果主義を持ち込み、社会にかかわり社会参加するという当事
者の願い、権利に実際にどう向き合うのか？　企業就職では、身体障害などは受け入れられて
も、精神・知的障害はまだまだ除外されているのが現実です。障害のある人々が〝人として生
きる〟ことから遠ざかるのは、〝一億総活躍〟と相反するのではないでしょうか？�
� 　（写真・文　下野祇園）
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支援の質を決める
社会福祉事業報酬の引き上げを
　
福祉型障害児入所施設　すみれ愛育館施設長　小

おぐら

倉　康
こうじ

司さん 

二
〇
〇
〇
年
に
介
護
保
険
制
度
が
は
じ
ま
り
、
こ
の
一
五
年
、
社
会
福
祉
は
各
分
野
で
毎
年
の
よ
う
に
法
律

や
大
き
な
制
度
変
更
が
は
か
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
そ
れ
は
「
国
民
の
誰
も
が
安
心
し
て
豊
か
に
く
ら
し
た
い
」

と
い
う
願
い
か
ら
大
き
く
か
け
離
れ
た
も
の
で
、
政
策
側
が
す
す
め
る
個
人
責
任
の
押
し
つ
け
と
市
場
化
路
線

に
よ
り
、
社
会
福
祉
が
本
来
も
つ
公
的
責
任
と
い
う
本
質
を
ゆ
が
め
な
が
ら
進
ん
で
き
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

そ
の
激
流
は
利
用
者
や
家
族
、
施
設
・
事
業
所
、
職
員
を
巻
き
込
み
、
苦
し
め
、
翻ほ

ん
ろ
う弄

し
て
き
ま
し
た
。

私
自
身
、
二
〇
〇
六
年
の
障
害
者
自
立
支
援
法
施
行
を
作
業
所
事
務
職
と
し
て
む
か
え
ま
し
た
。
事
業
体
系

が
変
わ
り
、
措
置
か
ら
契
約
へ
の
移
行
、
日
払
い
方
式
や
障
害
支
援
区
分
の
実
施
、
そ
し
て
電
子
請
求
シ
ス
テ

ム
導
入
と
、
現
場
で
は
仕
事
内
容
が
そ
の
日
か
ら
一
変
し
ま
し
た
。
施
行
後
数
か
月
は
毎
日
毎
夜
パ
ソ
コ
ン
に

向
か
い
、
申
請
や
請
求
事
務
に
追
わ
れ
る
い
っ
ぽ
う
で
、
制
度
変
更
内
容
を
利
用
者
家
族
、
職
員
に
伝
え
る
こ

と
に
多
く
の
時
間
を
費
や
し
た
こ
と
を
お
ぼ
え
て
い
ま
す
。
ど
う
す
れ
ば
運
営
を
継
続
で
き
る
か
が
軸
と
な

り
、
各
施
設
が
本
来
め
ざ
し
た
事
業
目
的
が
う
す
れ
ゆ
く
か
の
よ
う
な
時
間
で
し
た
。

た
し
か
に
こ
の
間
、
運
営
主
体
の
多
様
化
に
よ
り
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
が
増
え
、
利
用
で
き
る
社
会

資
源
の
数
は
増
加
し
ま
し
た
。
で
も
、
報
酬
が
よ
り
多
く
得
ら
れ
る
事
業
に
サ
ー
ビ
ス
が
集
中
し
、
提
供
す
る

支
援
の
質
に
つ
い
て
は
事
業
所
間
で
も
大
き
な
格
差
が
広
が
っ
て
い
る
こ
と
を
感
じ
て
い
ま
す
。

私
は
現
在
、
福
祉
型
障
害
児
入
所
施
設
で
管
理
者
を
務
め
て
い
ま
す
。
自
立
支
援
法
に
よ
り
、
児
童
施
設
に

も
従
来
の
措
置
に
加
え
て
契
約
制
度
が
導
入
さ
れ
ま
し
た
。
も
と
も
と
、
虐
待
や
家
族
力
の
不
足
か
ら
養
育
が
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おぐら　こうじ

日本福祉大学社会福祉学部卒業。1983年、社会福祉法人大阪福祉事
業財団すみれ共同作業所に支援員として入職後、地域福祉主任とし
て専任に。2010年1月、すみれ愛育館に事務長で異動。2012年4月よ
りすみれ愛育館施設長。現在、福祉のひろば編集室員。

む
ず
か
し
い
障
害
の
あ
る
子
ど
も
た
ち
の
生
活
支
援
を
行
う
施
設
に
、
契
約
制
度
が
な
じ
ま
な
い
こ
と
は
明
白

で
す
。
二
〇
一
二
年
に
は
児
童
福
祉
法
が
改
正
さ
れ
、
障
害
児
施
設
に
お
ら
れ
る
一
八
歳
以
上
の
方
が
契
約
制

度
に
移
行
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
利
用
者
本
人
に
は
「
あ
な
た
は
今
日
か
ら
契
約
に
も
と
づ
い
て
食
費
や
諸
費
を

自
己
負
担
し
て
く
だ
さ
い
」、
施
設
に
は
「
五
年
間
だ
け
経
過
的
な
費
用
は
出
す
の
で
、
そ
の
在
籍
の
猶
予
期

間
に
本
人
と
関
係
者
で
進
路
を
見
つ
け
て
下
さ
い
」
と
い
う
も
の
で
、
多
く
の
児
童
施
設
が
先
行
き
の
見
え
な

い
状
況
に
悩
み
、
今
後
の
方
向
性
の
模
索
が
続
い
て
い
ま
す
。

こ
の
間
、
総
合
社
会
福
祉
研
究
所
で
「
介
護
・
障
害
・
保
育
の
報
酬
単
価
の
根
拠
は
あ
る
の
か
」
を
テ
ー
マ

に
連
続
五
回
の
研
究
会
が
開
催
さ
れ
参
加
を
し
ま
し
た
。
こ
の
間
の
各
分
野
の
報
酬
の
推
移
を
み
て
、
あ
ら
た

め
て
制
度
変
更
が
政
策
的
に
進
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
。
社
会
福
祉
事
業
の
要か

な
めで
あ
る
人
件
費
と
し
て
の
事
業
報

酬
が
低
下
し
、
そ
の
水
準
が
支
援
の
質
を
決
め
て
い
る
こ
と
を
話
し
合
い
ま
し
た
。
今
回
、
研
究
会
に
参
加
し

て
、
研
究
学
習
活
動
の
大
切
さ
を
再
確
認
し
て
い
ま
す
。

大
阪
福
祉
事
業
財
団
は
、
憲
法
と
法
人
綱
領
の
も
と
、
平
和
と
人
権
を
守
り
、
利
用
者
の
成
長
・
発
達
を
保

障
す
る
社
会
福
祉
に
発
展
さ
せ
る
こ
と
を
掲
げ
て
六
五
年
、
実
践
・
事
業
・
運
動
を
積
み
重
ね
て
い
ま
す
。
私

自
身
も
そ
の
中
で
三
二
年
目
を
む
か
え
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
い
ろ
ん
な
人
と
出
会
い
、
語
り
合
い
、
当
事

者
の
視
点
を
大
切
に
、
社
会
福
祉
現
場
で
働
く
こ
と
の
喜
び
を
感
じ
な
が
ら
歩
ん
で
い
き
た
い
も
の
で
す
。
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社
会
福
祉
事
業
の
運
営
に
不
可
欠
な
事
業
運
営
の
財
源
は
、

ど
の
よ
う
に
生
み
出
さ
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
？　

障
害
福

祉
施
設
、
児
童
福
祉
施
設
、
高
齢
福
祉
施
設
な
ど
で
生
活
す
る
、

通
っ
て
在
宅
生
活
を
送
る
、
も
ち
ろ
ん
保
育
所
も
社
会
福
祉
施

設
で
す
。
こ
れ
ら
の
事
業
の
運
営
は
、
利
用
さ
れ
る
方
々
の
人

と
し
て
の
生
活
や
発
達
、
成
長
や
文
化
的
な
生
活
を
保
障
す
る

「
場
」と
し
て
成
り
立
つ
よ
う
に
、そ
の
た
め
の
い
わ
ゆ
る「
人
、

物
、
金
、
施
設
・
設
備
等
」
が
必
須
と
な
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の

財
源
を
こ
こ
で
は
、
運
営
費
と
呼
ぶ
こ
と
に
し
ま
す
。

社
会
福
祉
事
業
運
営
の
多
く
は
、
地
方
自
治
体
と
社
会
福
祉

法
人
が
担
っ
て
い
ま
し
た
が
、
地
方
自
治
体
の
担
う
割
合
が
低

下
し
て
き
ま
し
た
。
国
や
地
方
自
治
体
が
直
接
運
営
す
る
場
合

は
公
費
と
し
て
取
り
扱
わ
れ
ま
す
が
、
社
会
福
祉
法
人
な
ど
の

民
間
が
行
う
場
合
は
、
国
や
地
方
自
治
体
等
の
委
託
費
用
と
し

て
支
払
わ
れ
ま
す
。
国
は
、
こ
の
社
会
福
祉
事
業
へ
の
公
費
支

出
を
抑
制
し
て
き
ま
し
た
。
最
近
で
は
、
社
会
福
祉
事
業
の
公

的
責
任
を
横
に
置
き
、
民
間
企
業
と
社
会
福
祉
法
人
と
を
比
較

し
た
り
し
て
、
利
用
者
の
サ
ー
ビ
ス
の
対
価
で
運
営
さ
せ
る
し

く
み
で
、
社
会
福
祉
事
業
そ
の
も
の
に
、
自
助
努
力
、
法
人
内

共
助
、
外
部
資
金
の
導
入
な
ど
の
考
え
方
を
持
ち
込
ん
で
い
ま

す
。
い
わ
ゆ
る
イ
コ
ー
ル
フ
ッ
テ
ィ
ン
グ
と
い
う
も
の
で
す
。

さ
て
、
こ
こ
で
問
わ
れ
て
い
る
の
は
、
社
会
福
祉
事
業
の
位

置
と
役
割
、
歴
史
的
な
経
過
の
な
か
で
、
事
業
の
運
営
費
が
、

ど
の
よ
う
に
変
化
し
て
き
た
の
か
。
そ
も
そ
も
、
こ
の
社
会
福

社
会
福
祉
事
業
報
酬
の
根
拠
っ
て
、
あ
る
の
？

─
─
総
合
社
会
福
祉
研
究
所
「
社
会
福
祉
事
業
報
酬
問
題
研
究
会
」
報
告
─
─

特集
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祉
事
業
を
運
営
す
る
コ
ス
ト
自
身
が
、
し
っ
か
り
し
た
根
拠
を

も
っ
て
と
り
く
ま
れ
て
き
た
の
か
。
同
時
に
、
今
の
社
会
福
祉

事
業
の
現
実
の
中
で
、
ど
の
よ
う
な
根
拠
を
持
つ
べ
き
な
の
か

を
考
え
て
み
よ
う
と
社
会
福
祉
事
業
報
酬
問
題
検
討
会
を
発
足

さ
せ
て
、五
回
の
研
究
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
研
究
会
は
、

今
年
三
月
、
総
合
社
会
福
祉
研
究
所
理
事
会
に
お
い
て
、
石
倉

理
事
長
よ
り
今
年
度
研
究
事
業
と
し
て
行
う
こ
と
が
提
起
さ

れ
、
具
体
化
さ
れ
た
も
の
で
す
。

今
回
の
研
究
会
は
、
主
た
る
報
告
を
総
合
社
会
福
祉
研
究
所

の
事
務
局
員
が
そ
れ
ぞ
れ
分
担
し
、
事
業
の
聞
き
取
り
や
政
策

調
査
な
ど
を
踏
ま
え
て
報
告
し
、
研
究
会
で
は
事
業
現
場
か
ら

の
報
告
も
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
上
で
、
研
究
会
に
参
加
さ

れ
た
み
な
さ
ん
が
討
論
し
て
深
め
る
と
い
う
作
業
を
積
み
重
ね

て
き
ま
し
た
。

そ
も
そ
も
の
社
会
福
祉
事
業
に
お
け
る
報
酬
の
根
拠
を
提
言

す
る
こ
と
を
め
ざ
し
つ
つ
も
、
今
回
の
到
達
を
紹
介
し
ま
す
。

�

（
編
集
主
幹
）

◆
社
会
福
祉
事
業
報
酬
問
題
研
究
会
の
テ
ー
マ

・�

高
齢
福
祉　

特
に
介
護
保
険
の
報
酬
の
考
え
方
と
経
緯
（
中
島
素
美
）

・
障
害
福
祉
の
運
営
費
等
の
考
え
方
と
経
緯
（
西
村
憲
次
）

・
保
育
の
公
定
価
格
の
考
え
方
と
経
緯
（
申　

佳
弥
）

・�

社
会
福
祉
、特
に
民
間
社
会
福
祉
の
レ
ー
ゾ
ン
・
デ
ー
ト
ル（
存
在
意
義
）

の
変
遷
と
そ
の
対
価
（
黒
田
孝
彦
）

・�

全
体
を
振
り
返
っ
て　

社
会
福
祉
の
報
酬
根
拠
は
、
明
確
な
の
か
（
石

倉
康
次
） 


